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京都・奈良への修学旅行を実施
5月 23日（火）～ 5月 25日（木）の 3日間、3

年生の修学旅行が行われました。2 年生の頃から
準備してきた修学旅行がコロナによる制限もほぼ
なくなり、班別見学も含めて計画通りにやりきれ
たことで、大きな達成感や充実感が感じられる旅
行となりました。スローガンの「学＆楽」の言葉
のとおりの目標を達成することができました。行
事の成功に向けて生徒たちが協力する姿を見て、

中学３年生らし
い仲間への思いやりの心と実行力が育っていることが感
じられました。
〈生徒作文〉 クラスの絆が深まったと感じました。普段あまり話
さない人と班別行動やバス、新幹線移動を通して、たくさん会話
し、その人の新しい一面を知る機会が多かったなと思いました。男
女関係なく、いろいろな人と交流することができ、クラス全体の仲
がよくなったと思いま
す。特にバス移動の時

に、盛り上げ上手な人達が場を楽しくしてくれたりして、すごく
明るい雰囲気でとてもよいと思いました。今回の修学旅行を通し
て、まだまだ学んだ事はたくさんあります。それを忘れずにこれ
からの学校生活を送っていきたいです。また、楽しい修学旅行の
裏には、たくさんの支えてくれた方々がいます。親や先生、バス
ガイドさんなど、多くの人に感謝の気持ちを忘れずにいたいで
す。

命の大切さを学ぶ授業
6月 7日（水）２年生対象の講演会が行われました。
石坂正継さんを講師にお招きし「亡娘と伝える命の重さ」というテーマで講演をして

いただきました。石坂さんは、前方不注視の車によ
る事故で娘さんを亡くしてしまった自らの辛い経験
を踏まえ、「命の大切さ」や「悲しみ」、苦しみの中
支えてくれた、「言葉の大切さ」について語ってく
ださいました。
生徒作文から

〈親がいなければ、私はここまで元気に育っていな
かったと思います。同じことを何度もしつこく言っ
たり、嫌だと思うこともたくさんあるけれど、いつ
も子供たちのことを思い、できる限りのことをやっ
てくれたり、応援してくれたり、守ってくれている
ことに感謝しています｡〉

〈当たり前に来ると思っている明日がもし来ないとしたら、今日の自分の行動に後悔は

学校教育目標

「 心豊かで かしこく

たくましい生徒の育成」

ないかと考え１つ１つの行動や言葉を大切にしていきたいです。そして、誰かを支え慰
めることのできる人になりたいです。〉〈自分の命は、自分だけでなく他の人から大切に
されているということがわかりました。〉との感想がよせられました。

甲府市総合体育大会壮行会を行いました
甲府市総合体育大会に向けての選手壮行会が６月１４日（水）に体育館で行われました。

コロナ禍での３年間はグランドでの開催でしたが、生徒が互いの表情が見える距離での会
は、選手や応援団員の快い緊張が伝わってきて味わい深いものになりました。校歌も全校

で久しぶりに歌いました。歌声を支える３年女子の声
に驚きました。各部代表者の決意表明からは、「気合い
を入れたらここまでできるんだよ」という最上級生と
しての後輩の見本となるようなかっこよさを感じまし
た。中学生活の中では先輩の活躍する姿を見た後輩た
ちが、その後ろ姿
を当たり前として
受け継ぎ、努力し
て大きく成長する
ことがよくありま

す。素晴らしい姿をみせてもらい、次回の行事につ
ながる会になったと強く感じました。
部活動地域移行との関わりから、今年度から県総

合体育大会が予選なしのオープン参加方式に移行さ
れます。ただし開催期間の制約から試合消化に日数
がかかる野球、バスケット、ソフトテニスについて
は、この市総体が県総体の１回戦、２回戦を兼ねる
形で行われました。

７月の行事予定
現段階での予定であり、今後変更の可能性があります。

日 曜 行 事 予 定 16 土
１ 土 授業参観・小 6対象ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ 17 日
２ 日 18 月 三者懇談
３ 月 振替休日 19 火 三者懇談
４ 火 きずなの日 20 水 終業式
５ 水 清流祭実行委員会 21 木 夏期休業日８／２４まで
６ 木 22 金
７ 金 大掃除・ワックス掛け 23 土
８ 土 24 日
９ 日 25 月 県総体
10 月 きずなの日 26 火 県総体
11 火 清流祭部門別会議 27 水 県総体
12 水 28 木 県総体
13 木 三者懇談 29 金 県総体
14 金 三者懇談 30 土
15 土 31 日 甲教協

７月１日土曜日は、授業参観・オープンスクールのための登校日です。お手数をおかけしますが、
生徒は「弁当持参」となります。よろしくお願いいたします。




